
 

 四日市版コミュニティスクール報告書（令和２年度総括） 

 

四日市市立港中学校  

 

                    校長  新田 英生 

             

 

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

①「地域に開かれた学校」を発展させ、保護者や地域の方が学校づくりに主体

的に参画し、「地域とともに生徒を育てる学校」の実現を目指します。 

② より実効性のある学校関係者評価を実現し、教育活動を改善します。 

③ 保護者や地域の方が、学校の教育活動に積極的に関わることを通して、相互

理解を深めたコミュニティスクールを推進します。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（１）教育活動の実践事例 

【地域の人材を活用した“キャリア教育講演会”】 

 本年度は感染症拡大予防の観点から、職場体験を中止とし、地域の力を借り

た「キャリア教育講演会」を行いました。８組の地域のスペシャリストを招い

て、それぞれの仕事に関わる話をしていただきました。なぜその仕事に就いた

のか、仕事の大変な所、やりがいなどを話してもらいました。それぞれのゲス

トのみなさんの人柄にも触れることができ、また、仕事そのものにも興味を持

つことができる良い機会となりました。講演会後の感想を見ると、職業に対す

るイメージが膨らんできているようです。生き生きとした将来の自分をイメー

ジして、目標に向けて、一歩ずつ準備を進めていくことができました。 

 また講演会後は、グループごとによるポスターセッションを行い、互いに還

流報告をすることもできました。 
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【花いっぱい運動】 

 本校の花いっぱい運動は、２５年以上も続く伝統活動です。毎学期、学年ご

とで行っています。校舎周辺のプランターや地植えされた花は、生徒だけでな

く、来校される保護者・地域の皆さんに、やすらぎを与えています。   

近年は保護者も協力していただきながら、環境美化活動を推進しています。

また、その一部を、ＪＲ四日市駅に毎年寄贈していることから、今年度はＪＲ

四日市駅から感謝状を贈呈していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【あいさつ運動と下校見守り活動】 

 朝と帰り、毎日の教員の登下校指導、あいさつの励行に加え、毎週定期的に

生徒会本部役員や学級委員による「あいさつ運動」を実施しています。さらに

定期試験発表中には、保護者の方の協力も得て、伝統のあいさつ運動を継承し

続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小中合同津波避難訓練での地域の見守り】 

 昨年度初めて実施した「浜田小学校・港中学校合同津波避難訓練」。本年度は

１１月開催となりましたが、ＣＳ運営協議会での意見を生かし、集合の仕方や

訓練後、帰宅するまでの方法等を改善して、実施することができました。前回

は、小学生のみ保護者への引き渡しを行っていましたが、今回は中学生の保護

者にも拡大し、実際に災害が起きた場合に、より近づけた形となりました。 



 多くの保護者、見守りに協力していただいた地域の方々の協力のおかげで防

災意識を、より高めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

ＣＳの委員の皆さんは常に学校と家庭・地域の関わりを深めることを考えて

いただき「地元の学校を誇りにしたい」という気持ちでいてくれます。本校で

は、この気持ちに応えることができるよう、授業参観・学校行事・全国学調等

生徒の実態を把握していただくように努めることができました。併せて「学校

評価」を実施し、ＰＤＣＡサイクルを有効活用しながら、学校教育活動をより

良いものとなるよう尽力できました。学校⇔地域の双方の活動を共有しあい「地

域のこどもは地域が育てる」を基本に「港中学校区」でよかったと思える生徒

の育成に貢献できたと思います。 

 ①子どもたちの自尊感情のさらなる向上②校外も含めた「あいさつ」の励行

③将来を考える取り組み、の３つの提言をいただき、ＣＳ委員の学校運営への

参画の意識も高まっています。これを受けて教職員の意識も変容し、教育活動

に生かすことができるようになりました。 

 

 

３ 今後に向けて 

 家庭⇔学校⇔地域という関係性から、さらに三者が包括的につながり、子ど

もたちを育てていく地盤がこの地にはあります。今年度は感染症拡大防止のた

め、地域の行事が激減しましたが、学校を基点にした取り組みだけでなく、地

域あげての行事へ参加意識も高めていきたいと思います。マンション・アパー

ト住まいが目立つ中で、地元のつながりを深める手立てを考えていく必要があ

るといえます。 

また５つの連合自治区を担当する、地区市民センターとの関係性は、他地区

とは異なるかもしれません。行政機関を再構築することは難しいとは思います

が、この地区は新しいものと古いものが混在する魅力的な町です。「温故知新」

を武器にして、新しい学校づくり、地域づくりに努めていきたいと思います。 
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月 協議会の開催 活 動 内 容 
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第１回運営協議会 
5/19(浜田小と合同) 

・コミュニティスクール運営協議会規約 
・令和２年度の組織・コロナ禍での学校運営 
・令和２年度学校づくりビジョンの説明と承認 
・令和２年度年間計画と活動方針の検討 

６ 
 
 
 

・花いっぱい運動①（6/29） 

７ 
 

第２回運営協議会 
7/2 

・1学期の教育活動の報告と評価 
・校内授業参観 

８ 
 

 
 

９ 
 

第３回運営協議会 
9/17 

・本校体育祭参観 
・夏休み中の生活状況及び２学期当初の生徒の 
 学校生活状況の報告 
・２学期開催学校行事の概要説明と参観依頼 

10 
 
 
 

・花いっぱい運動②（10/14） 

11 

 
第４回運営協議会 

11/2 

・本校文化祭参観 
・２学期教育活動の報告と今後の予定の確認 
・今年度の三泗音楽会や表彰などについて 
・地域防災と学校防災の連携の在り方について 

 ・小中合同避難訓練（11/16） 
12   
１   

２ 

 
第５回運営協議会 

2/9 

・令和２年度学校行事及び教育活動の総括 
・学校アンケート結果及び考察と学校自己評価 
・学校関係者評価（次年度に向けて） 

 ・花いっぱい運動③（2/17） 
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